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ともなう栄養塩供給を示唆するものである。 

表 1a,b,c に OYU6 と OYU2 及び OYL6 と OYU6 との間での栄養塩収支を示す。冬季の

この期間は OYU6 まではいずれもプラスであり（堆積物からの供給）、DTN で 9％、DTP

で 4％、PP では 70%の負荷があったことが確認できた。溶存成分については、前年の

夏季の傾向（Onodera et al., 2013）と同様であるが、懸濁成分については季節変化

の評価が必要である。OYL6 までの区間では、排水の流入による栄養塩の負荷も考慮に

入れているが、干潮時はトータルの溶存態および懸濁態ともにマイナスとなり、栄養

塩の除去（脱窒、リンの吸着・沈殿等）プロセスが卓越していることが明らかになっ

た。一方で満潮時は、DIP の生産が顕著になった。塩水環境においてリンの脱着が起

こり、DIP 濃度が上昇したためであると考えられる。また、DON については干潮、満潮

ともに感潮域における生産が顕著であることが明らかになった。この原因については

定かではなく、今後更なる検討が必要であるが、DON 濃度の高い排水の流入や植物プ

ランクトンからの DON 放出等が影響していると考えられる。 

表 1 (a)OYU6 と OYU2 との間での栄養塩収支、(b)干潮時および(c)満潮時の OYL6 と OYU と

の間での栄養塩収支 

 

 

2. 大和川における流域水文モデル（SWAT）による栄養塩流出解析 

準分布型水文流出モデル(SWAT モデル；米国農務省開発)による流出解析を行った。

図 3 上流～河口での懸濁物質の (a)C-N 安定同位体比および(b)PON-N 同位体比との関係 



前年の計算条件に対して、新たに他流域（淀川流域、紀ノ川流域）からの導水情報、

農地施肥情報、下水処理整備情報を考慮して栄養塩濃度の再現性向上を試みた。計算

期間は 2000 年 1 月から 2013 年 1 月までとした。流量および水質（SS、NO3、PO4）の

パラメータのキャリブレーションは、2003 年から 2004 年の 2 年間で、ヴァリデーシ

ョンは 2008 年から 2009 年の 2 年間で行った。モデルで使用したデータは、標高デー

タ（50m メッシュ）、土壌（20 万分の 1 土地分類調査の土壌分類図；国土交通省土地・

水資源局国土調査課）、土地利用（国土数値情報土地利用細分メッシュデータ平成 18

年度情報）と、流域内外の６つの気象観測所（五條、奈良、堺、生駒山、針、大宇陀）

で測定された降水量、気温、風速、相対湿度、日射量（推定値）である。最終的な計

算領域とサブ流域構成およびデータ（気象、水文）入力地点を図 4(a)に示す。 

本解析では、特に、流量、SS、TP、DIP は洪水時の変動を含めて十分高い再現性が

確認できた。また、水収支パラメータのキャリブレーションは完了したことから、地

下水涵養量の分布を図 4b,c のように推定できた。 

 

図 4 (a)SWAT モデル構成、地下水涵養分布解析結果（渇水 1994 年、豊水 1998 年） 

 

[今後の課題] 

なお、課題は下記の通りである（3 年計画の 3 年目実施分に相当）。（１）SWAT モデ

ルのキャリブレーションデータとして、洪水時の情報を個別に採取する必要性。（２）

河川モデル及び河川―地下水交流影響も含めて連成した感潮域区間モデル解析による、

堆積物との栄養塩交換の評価の必要性。（３）自記記録式センサーで測定された濁度と

PP 濃度、PON 濃度、PON 濃度との関係を明確にし、SWAT モデルの SS 計算結果から PP

濃度を再現していく新規の試み。 
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